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(transcranial alternating current stimulation; tACS)が














誤差)を運動成績の指標とした。tACS の刺激強度は 1.0 










認められた(p = 0.009, r = -0.568)(図 3)。また被験者を疑
似刺激条件の課題誤差をもとに低値群と高値群に分け、一
元配置分散分析にて比較した結果、課題誤差高値群におい
て主効果が認められ(p = 0.013）、Bonferroni 法による事
後検定の結果、疑似刺激条件に比べ M1 小脳条件における




胞集団の活動が γ 帯域(60-80 Hz)の周波数で同期するこ
とによって、皮質間の神経ネットワークが強化されること
が報告されている(Lee et al., 2003）。そのため、本研究に
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